
パートナーとして
認めていただける企業になる

お客様・社員・仕入先様をはじめとした全てのステ
ークフォルダの皆様と、共に成長・共に発展のパー
トナーとして、未来に向けて歩んでいただける企業
を目指します。

夢を追い続け
実現させる企業になる

「夢は力」社員の数だけ夢がある。立ち向かう課題
に対して組織全体でバックアップをします。自分の
努力が成果に結びつくことで夢を持つことの大切さ
をお伝えします。

地域に貢献し
地域No.1企業になる

パートナーとしての認知は「雇用創出」と「納税」
をはじめ、地域社会への感謝と小さな貢献の積み重
ねです。常に何ができるかを考え、行動した先に、
地域No.1企業への未来へつながります。

Philosophy
～　グループ全体の共通企業理念　～

横浜商工株式会社　　

　

横浜商工株式会社

課題の解決に取り組むことで社会と共に成長する

弊社は、昭和20 年に小泉治雄が、自動車部品・機械工具販売の横浜商工株式会社を創設し卸売小売業をスタートしたのが発端です。「お客様
のニーズに応えたい」「お困りごとを解消したい」「もっと快適になっていただきたい」そしてパートナーとして認めていただけるために「自
分たちができることは何か？」を日夜考え、行動してまいりました。ニーズに対応するために業態変化を続け現在のホールディング会社になり
ました。

YSK  がら様々な商
品を通じて、お使いいただく皆様とのコミュニケーションと笑顔を大切に「顔の見える企業」として創業の地、横浜、神奈川を中心に歩んでい
きます。

Relationship with the market
マーケットとの関わりについて

横浜商工株式会社
カーライフ事業部 支援本部

取締役営業本部長　岩 崎 智 史

A Aiming for a PARTNER

カーライフパートナーになる！

私たちは地域部品商として、部品流通の基盤
づくりから新しい体験価値の創造、さらには
クルマと人・社会をつなぎ、新しい時代と
人々のしあわせを加速させる企業でありたい
と考えます。次世代修理工場様の期待に応え
る続けるために、刻一刻と変化する環境に柔
軟に対応し、変化と深化を追い求める中で、
多くの情報取得と提案力を武器に、パートナ
ーとして認めていただけるよう努めます。新
体制となった横浜商工にこれからもご期待く
ださい。

B Competitive advantage

私たちの競争優位性は？

1. 神奈川県内提案力No.1
多角的な商品と情報を活かした提案力

2. 最新設備と高度技術サポート
エーミング･四輪アライメント･ダイアグノーシス

3. 豊富な在庫と高度IT化
パーツオーダーシステムの効率的な受発注

4. 外国人技能実習生で労働力強化
弊社積極採用で世界観･価値観の違いを把握

5. 作業お助けサービス
カーエレ取付･ホイールリペア･コーティング

- -

安心・安全をサポート

『電子制御装置』を搭載した車両は自動車特定整備事業者しか対
応できません。それをカバーするために弊社ではエーミングセン
ターを構え、日本研修技能機構（JATTO）に加盟をし、地域の自
動車整備工場様及び自動車整備組織様に全方位でADAS車両に対す
る適正な整備の提供をおこないます。2020年4月より特定整備スタ
ートという新たな領域に入り、設備や場所の確保が厳しい自動車
修理工場様へのエーミング等のサポート支援を強力にバックアッ
プいたします。

- -

新しい部品流通

作業時の部品発注ではなく、事前に各月の車検に必要な部品を予
測し、修理工場様への部品を委託在庫。「部品待ち」の時間を短
縮することにより生産性向上を実現いたします。またご来店され
たカーユーザー様への見積作成時に、「パーツオーダーシステ
ム」をご利用いただくことで、ダイレクトに部品の発注が可能
で、この無駄のないバリューチェーンが月間車検台数の多い修理
工場様やサービスステーション様（ガソリンスタンド）にとても
好評です。

- -

労働者不足解消

労働者不足解消には外国人技能実習生の雇用は避けては通れませ
ん。しかし世界観・価値観の違いから抵抗を感じられる工場様も
いらっしゃいます。抵抗の根幹にある問題とはなにか？その答え
を探すべく、弊社では2020年3月より自ら技能実習生（エーミン
グセンターにて採用）を雇用することで修理工場様のお役に立て
るように努めます。ご興味のある方は、弊社、ルートサービスマ
ンにお気軽にお問い合わせください。

Car life Corporate policy
横浜商工カーライフの企業方針について

横浜商工株式会社

2030年に向けた持続可能な開発、戦略と行動を掲げ計画
達成を目指し進んでいきます。これまでの人間活動から
生じた課題は多様に有りこれを解決することを国際的に
共通の目標としていますが、自社で取り組むことで自分
ごとで考えられるようになります。結果、次世代の方々
に綺麗な地球、素晴らしい世の中を残す事が出来ます。
グループ各社ではそれぞれ取り組む項目を決め達成を目
指し進んでいます。

 SDGs 持続可能な開発目標

私たちYSKホールディングスは国連グ
ローバル・コンパクト（GC）に署名し
て、グローバルな企業活動の中で社会
的責任を果たすことを表明し実行して
います。GCが掲げる「人権」「労働」
「環境」「腐敗防止」からなる10原則
を基盤として、重点テーマを設定し、
社会と企業のサステナビリティ実現に
向けて、取り組みを推進しています。

 SDGs no.13　 気候変動に対策を

商品配達をはじめ自動車を使用する際には、ナビゲーションを使
用した効率の良い訪問ルート選択することでCO2削減に努めま
す。また運転状況の把握による急加速・急停止・急ハンドルなど
の抑制をすることで、人に社会にちょっといいことを心がけてい
ます。

 SDGs no.14　 海の豊さを守る

美しい港街を次世代へ。プラスティックのごみが海を汚染するの
を防ぎます。また再利用率の低いプラスチックは燃焼廃棄される
ことも多く、地球温暖化の原因であるCO2排出に多大な影響を与
えかねません。港町に住む私たちの企業責任として、プラスティ
ック容器の商品販売の削減に努めます。

Social responsibility
社会的責任

United Nations
国連グローバル・コンパクトへの参加


